
 

第２４７回 教育研究評議会議事要録 

 

日  時 令和７年３月２６日（水）１５時００分～１５時３５分 

場  所 甲府キャンパス大学本部棟第１会議室 

 

出 席 者 

（評議員）中村学長、黒澤・奥田・片田・市川・小林 各理事 

服部・小泉・中山・岸上 各学域長、幸田附属図書館長 

田中・大塚・谷口・郷・武井・大山・石平・飯山 各教授 

（列席者）長谷川・井上・小谷・島 各学長補佐、小俣・數野 各監事 

志村・土屋・深澤・雨宮・望月・石原 各部長 

永倉・植村・齊藤・岩元・白澤・大坂・笹原・大森 各課長 

 

議事要録確認 

 第 246 回教育研究評議会（R7.2.25開催）議事要録を確認した。 

 

報告事項 

１ 「１００円ごはん」事業への企業協賛について 

  奥田理事から、資料１により、昨年度から学生サービスの一環として実施している「100 円

ごはん」事業について、株式会社早野組から協賛の提案があったことの報告があった。 

  

２ 学生の懲戒について 

  奥田理事から、資料２（回収資料）により、工学部専門科目の期末試験において不正行為を

行った学生に対し、全学学生委員会において審議し、1ヶ月の停学処分の申し渡し行ったこと

について報告があった。奥田理事及び中山工学域長から、後期分の単位は不認定になるが、実

習など成績判定が試験でない単位については認めることの補足説明があった。 

  中村学長から、不正行為等の処分に関して、学部間で差がないよう全学的に統一した対応に

なっているのか確認するよう指示があった。 

 

３ 地域活性化人材育成事業～SPARC～外部評価について 

   黒澤理事から、資料３により、標記評価結果及び改善に向けた対応等について報告があっ

た。 

 

４ 教育の内部質保証に関する自己点検・評価結果について 

   黒澤理事から、資料４により、全学教育内部質保証委員会において、教育の内部質保証(教

育環境)の自己点検・評価を実施し、前回点検以降も改善に向けた取組が継続的に行われてお

り、本学の内部質保証システムの機能が維持されていると評価されたことの報告があった。 

 

５ 教員の採用報告について 

   片田理事から、資料５により、教員の採用（１名）を行ったことについて報告があった。 

 

６ 令和７年度役員・役職予定者について 

   片田理事から、資料６により、令和７年３月 31 日付けで期間満了となる役職者の後任（新

任者・再任者）等について報告があった。 

 



 

７ 令和６年度施設利用実態調査の結果について 

   市川理事から、資料７により、標記調査結果より、概ね有効に使用されていることが示され

たが、Ｃ（有効活用上大いに改善の余地がある）・Ｄ（使用の中止や見直しが必要である）評

価とされた部屋（15 室）については、令和７年度に再調査を行い、改善がみられる場合に継

続使用を許可することの報告があった。 

 

審議事項 

１ 教学管理方針の一部改正（案）について  

   奥田理事から、資料８により、令和７年度からの全学共通教育科目の改革に伴い、標記方針

について、全体的な見直しを行い、より理解しやすく適切な表現になるよう改正する旨の説明

があり、審議の結果、これを承認した。 

 

２ 学士課程及び大学院におけるポリシーの一部改正（案）について 

奥田理事から、資料９により、令和７年度からの全学共通教育科目の改革及び科目の改廃等

に伴い、全学及び関係学部・大学院のディプロマポリシー、カリキュラムポリシー、アドミッ

ションポリシーを改正する旨の説明があり、審議の結果、これを承認した。 

 

３ 大学院奨学金返還免除候補者の推薦等に関する規程（案）の一部改正について  

   奥田理事から、資料 10 により、日本学生支援機構第一種貸与奨学金における標記候補者の

推薦に係る制度の変更等（授業料後払い制度）に伴い、関係する規程を一部改正する旨の説明

があり、審議の結果、これを承認した。 

   授業料については、必ず後払いにしなければならないのか及び申請人数の実績について質

問があり、奥田理事から確認後に改めて回答する旨の発言があった。 

   

４ 国際交流に関する各種様式の変更に伴う規程の一部改正（案）について 

  奥田理事から、資料 11 により、学生受入れ及び支援金の手続き等に係る様式を変更するこ

と及び手続きに必要な様式に係る内容に関しては規程から内規に変更するため、関係規程を

一部改正する旨の説明があり、審議の結果、これを承認した。 

 

５ 令和６年度 学内研究プロジェクトの採択（案）について 

   奥田理事から、資料 12（回収資料）により、標記プロジェクト（２件）を採択する旨の説

明があり、審議の結果、これを承認した。 

    

６ 寄附講座の更新（案）について 

   市川理事から、資料 13 により、山梨県の医療提供体制の向上に寄与するため継続設置して

いる生殖医療学・周産期医療学講座及びパワー半導体デバイス分野の研究促進と研究者の育

成を行う富士電機パワーデバイス講座の２つの寄附講座について、設置期間の延長等に関す

る合意書を締結する旨の説明があり、審議の結果、これを承認した。 

    

７ 履修証明プログラムに関する規則の一部改正（案）について 

   黒澤理事から、資料 14 により、特別支援教育に係る履修証明プログラムについて、新規開

設に関する申請様式を設けることに伴い、標記規則を一部改正する旨の説明があり、審議の結

果、これを承認した。 

    

 



 

８ 「山梨血小板研究センター」の設置等（案）について 

   黒澤理事から、資料 15 により、医学域に新たに「山梨血小板研究センター」を設置するこ

と、及び地域医療の向上や医療安全の推進等を継続して実施するため、CSTセンターの認定期

間を更新（５年間）すること、併せて基本規則を一部改正する旨の説明があり、審議の結果、

これを承認した。 

 標記センターの認知度を高めるために、地域社会向けにセンターの概要をまとめたプレス

リリースを行った方が良いのではないかという意見があり、内容についてセンター長である

井上学長補佐が検討し、プレスリリースを行うこととした。 

    

９ 事務体制の見直し（組織改編等）（案）について 

   片田理事から、資料 16 により、法人運営体制や教育研究支援体制の強化を図るため、事務

体制の見直し（組織改編等）を行うこと及び役職定年者を活用した新たな制度として有期雇用

の副理事及び特命参事のポストを設けたい旨の説明があり、審議の結果、これを承認した。 

    

10 特命教授の称号授与候補者（案）について 

   片田理事から、資料 17（回収資料）により、水素・燃料電池ナノ材料研究センター長から

推薦があったため、特命教授の称号を授与することについて説明があり、審議の結果、これを

承認した。 

    

11 令和７年度当初予算（案）について 

   市川理事及び種田財務部長から、資料 18 により、標記予算について説明があり、審議の結

果、これを承認した。 

    

12 施設マネジメントの見直し等（案）について 

   市川理事から、資料 19 により、研究力の強化や教育の質の向上に向け、既存スペースを見

直し、スペースの創出を図るとともに、老朽施設や空調設備等の整備を進めるため、プロジェ

クトスペースのチャージ料を増額すること、併せて関係規程を一部改正する旨の説明があり、

審議の結果、これを承認した。 

    

13 大学管理スペースの使用許可（案）について 

   市川理事から、資料 20 により、標記使用許可（229 件）について説明があり、審議の結果、  

これを承認した。 

    

その他 

 ・中村学長から、机上資料により、来年度からの教育研究評議会出席者の変更について説明

があった。 

 

 ・片田委員から、今年度をもって退任するにあたり挨拶があった。 

 

 ・中村学長から、令和７年度の教育研究評議会の開催日程について説明があった。 

 

 

※ 次回は、令和７年４月 22 日（火）15 時 00 分から開催することを確認した。 


